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	応用
	抗原情報
	背景
	タウは、特に軸索において、微小管の組み立てを促進・安定化させる、異質な微小管関連タンパク質です。アミノ末端挿入配列とカルボキシ末端付近のタンデムリピート数が異なる6つのアイソフォームが同定されており、ERK、GSK-3、CDK5によって約25箇所で過剰リン酸化されます。リン酸化は、タウの微小管への結合能を低下させます。タウは微小管の組み立てと安定性を促進し、神経極性の確立と維持に関与している可能性があります（PubMed:21985311）。C末端は軸索微小管に結合し、N末端は神経細胞膜成分に結合することから、タウは両者間のリンカータンパク質として機能することが示唆されています（PubMed:21985311、PubMed:32961270）。軸索の極性は、神経細胞内のTAU/MAPTの局在によって決定され、中心体によって定義される細胞体領域に局在する。短いアイソフォームは細胞骨格の可塑性を可能にする一方、長いアイソフォームは細胞骨格の安定化に優先的に関与すると考えられる。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;アルツハイマー病
	画像データ
	

	（1）SH-SY5Y細胞溶解物、（2）オカダ酸およびカリクリンAで処理したSH-SY5Y細胞溶解物におけるリン酸化タウ（S324）発現のウエスタンブロット分析。

